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イタリア語を学ぶ日本人のリクエスト表現：語用転
移の分析と教授法への提案

The Request Expressions of Japanese Learners 
of Italian: An Analysis of Pragmatic Transfer and 

Pedagogical Proposals
アンドレア・チヴィーレ
Andrea Civile
ペルージャ外国人大学
University for Foreigners of Perugia

本研究は、日本人イタリア語学習者がリクエスト表現において直面す
る語用的課題と、それらの文化的背景に焦点を当てている。ブラジルの
GPP研究チーム（サンパウロ大学「中間言語・異文化間および文化相 互間
語用論」）の方法論を応用し、20名のB1-B2レベルの学習者を対象 に 、M 
C D C T（ 選 択 式 ）、W D C T（自由記 述 ）、TA P（ 思考発 話プロトコル） 
を用いてデータを収集・分析した。その結果、過度なフォーマリティ、条
件法の誤用、間接性の偏重など、日本文化の影響による語用転移が確 認
された。また、イタリア文化の「Bella figura」と日本文化の「内と 外」に基
づく対人関係の区別が、リクエスト表現の違いに大きく影響を及ぼしてい
ることが示された。本稿では、これらの分析を基に、リクエスト表現にお
ける語用能力向上を目指した具体的な教授法を提案する。これにより、日
本のイタリア語教育の質的向上を図ることを目的としている。

This study examines the pragmatic challenges faced by 
Japanese learners of Italian in performing request acts, fo-
cusing on their cultural background. Using the methodology 
developed by the GPP (Grupo de Pesquisa em Pragmática) 
research team at the University of São Paulo, data from twen-
ty B1–B2 learners were collected through three instruments: 
MCDCT (multiple-choice), WDCT (free-response), and TAP 
(think-aloud protocol). The analysis revealed three major ten-
dencies: non-realization of the act in high-imposition contexts, 
over-indirectness through layered conditionals and prefaces, 
and implicit strategies that rely on the interlocutor’s inference. 
These features reflect pragmatic transfer influenced by Japa-
nese norms of uchi and soto (in-group vs. out-group) and con-
ventional politeness routines. In contrast, the Italian notion of 
Bella figura emphasizes clarity, appropriate directness, and 
positive self-presentation. Based on these findings, this paper 
proposes pedagogical approaches aimed at enhancing learn-
ers’ pragmatic competence and fostering culturally adaptive 
communication in Italian.

https://doi.org/10.37546/JALTTLT50.2-3

はじめに
イタリア語を学ぶ日本人学習者は、言語構造の習得にと

どまらず、文化的規範やコミュニケーション様式を理解し、
状況に応じて適応する必要がある。とくにリクエスト表現
は、文化的期待や関係性の影響を強く受ける「行為の強制

（face-threatening act）」であり、適切な選択が難しい。

本研究は、イタリア文化の「Bella figura（ベッラ・フィグ
ーラ）」と、日本文化の「本音と建前」「内と外」に基づく対
人調整に着目する。前者は外見・態度・言葉遣いを通じて
好印象を与える行動規範として広く認識され（Bazzanella, 
2008; Santoro & Nuzzo, 2017）、後者は社会的距離や立場
に応じた発話形式・方略の調整を要請する。内（内集団）
は調和・共感、外（外集団）は形式性・間接性を志向し、こ
れが敬語過多や間接性としてイタリア語使用時にも転移
しうる。

本研究の目的は、こうした文化差が日本人学習者の語
用行動に与える影響を明らかにすることである。サンパウ
ロ大学GPP研究チーム（中間言語・異文化間・文化相互間
語用論）の枠組み（GPP, 2024）を用い、12言語比較研究の
方法論を日本人学習者データに適用し、リクエストにおけ
る具体的な語用転移パターンと教育的示唆を検討する。

本研究の目的
本研究の目的は、日本人イタリア語学習者のリクエスト

表現に見られる語用転移の特徴を明らかにし、その文化
的背景と教育的示唆を論じることである。リクエストは、
相手の行動を求める行為であり、社会的距離や上下関係
など文化的要因の影響を強く受ける。母語の対人規範を
そのまま適用すると、敬語過多や過度の間接性により適
切さのずれが生じ得る。

「内と外」は発話の形式性・丁寧さを左右し、外集団
では形式的・間接的表現が選ばれやすい。一方、「Bella 
figura」は、距離を保ちながらも積極的な印象形成を重視
する。両枠組みの相互作用が方略選択にどう影響するか
を、MCDCT（選択式）・WDCT（自由記述）・TAP（思考発
話）で収集したデータから特定する。

背景
言語使用は、文法知識の反映ではなく、文化に根ざし

た社会的行動として理解されるべきである。特にリクエス
トは、相手の自由を制限し得る発話行為（face-threatening 
act）であり、文化固有の対人規範や価値観に強く影響さ
れる。

日本文化の「内と外」は、発話の形式性と方略を左右
する重要な概念である。内集団では率直さと共感が重視
され（例：「悪いけど、ちょっと手伝ってくれる？」）、外集団
では秩序維持のため、より丁寧で間接的な表現が選ばれ
る（例：「ご迷惑でなければ、少しお時間をいただけます
でしょうか」）。このような場面調整は母語話者にとって自
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然だが、第二言語では過度なフォーマリティや曖昧表現
として転移しやすい。

一方、「Bella figura」は、相手に好印象を与えつつ関係
を円滑に保つ行動規範である。例えば、「Mi scusi, potrei 
usare il suo telefono un momento?」〔すみませんが、少しお
電話をお借りしてもよろしいでしょうか〕のように、明快か
つ過度でない丁寧さを重視する。この価値観は、日本語
の間接性や控えめな方略と対照的である。

日本人学習者は、「内と外」に基づく慎重さをそのまま
イタリア語に転移し、距離を広げたり意図を曖昧にしたり
する傾向がある。文化的差異の理解は、適切な語用行動
と円滑なコミュニケーションに不可欠である。本研究は、
両文化の価値観と発話方略の関係を比較し、学習者の語
用的特徴を明らかにする。

理論的背景
イタリア文化における「Bella figura」

「Bella figura」は、外見・態度・言葉遣いを通じて良い
印象を与えることを重視するイタリア文化特有の価値観
であり、日常からビジネスまで幅広く影響する（Bazzanella, 
2008; Santoro & Nuzzo, 2017）。社会的調和の中で「自分
をよく見せる」ことを通じて関係を円滑に保つ点で、ポライ
トネス理論のポジティブフェイス志向（Brown & Levinson, 
1987）と関連する。

例えば、初対面での「Piacere di conoscerLa」は、敬
意と親しみを同時に示す好例である。リクエスト表現
においても「Bella figura」は重要であり、たとえば「Mi 
presti un cavatappi, per favore?」〔栓抜きを貸してもら
える？〕のように、適度な直接性と丁寧さのバランスが
求められる。一方、「Dammi un cavatappi」〔栓抜きをく
れ〕のような命令形は、相手のネガティブフェイスを脅
かすおそれがあり、親しい関係以外では避けられる。 
このように「Bella figura」は、状況に応じた距離感と丁寧
さの調整を通じて肯定的印象を形成する文化的方略であ
る。日本人学習者がこれを十分に理解していない場合、母
語の対人距離感を転移させ、過度に形式的または間接的
な表現を選ぶ傾向がみられる。これは語用転移の一形態
であり、イタリアのポジティブフェイス志向とのずれを生む。

日本文化の「本音と建前」および「内と外」
日本文化のコミュニケーションは、社会的調和を保つた

めに直接的表現を避ける傾向があり、その背景には「本音
と建前」と「内と外」という二つの文化概念がある。

「本音と建前」は、状況や相手との関係に応じて発話
内容を調整する枠組みであり、対立を避けつつ立場を守
るための方略で、ネガティブフェイス尊重に対応する（Ide, 
1989）。

たとえば、「もしご都合がよろしければ、手伝っていた
だけますか」や「悪いけど、ちょっと手伝ってくれる？」のよ
うに、相手との関係によって丁寧さと直接性を調整する。
この文脈依存的調整は、日本語リクエストの特徴である。

また、「内と外」は人間関係を内集団と外集団に分け、
発話スタイルを変化させる原理である。内では率直さが
許容され、外では形式性・間接性が求められる。例えば、「
これ、ちょっと見てくれる？」に対し、上司には「お忙しいと
ころ恐縮ですが、こちらの資料をご確認いただけますでし
ょうか」とする。

以上のように、「本音と建前」「内と外」は発話調整の基盤
であり、相手のネガティブフェイスを守る文化的仕組みであ
る。イタリア語のようにポジティブフェイスを重視する文化と
は方向性が異なり、日本人学習者はこれを転移させること
で、慎重または形式的すぎる表現を選ぶ傾向がある。

リクエスト表現とポライトネス理論
リクエストは、相手に行動を求める「行為の強制（face-

threatening act）」であり、ポジティブフェイス（承認された
い欲求）とネガティブフェイス（自由を尊重されたい欲求）
の調整が鍵となる（Brown & Levinson, 1987）。この調整方
法は文化によって異なり、特に日本語とイタリア語では対
照的である。

イタリア語では、「per favore」や条件法を用いて両方の
フェイスを守る。例えば、「Mi potresti aiutare, per favore?」

〔手伝ってもらえますか〕は、自由を尊重しつつ丁寧さを
伝える自然な依頼である。一方、「Dammi una mano!」〔手
伝って！〕のような命令形は、親しい関係を除いて避けられ
る。

これに対し、日本語では間接的なポライトネス戦略が
多く（Blum-Kulka et al., 1989; Trosborg, 1995）、「もしご迷
惑でなければ、少し手伝っていただけますか」のように前
置きを用いて圧力を緩和する。これはネガティブフェイス
尊重の表れである。

この違いにより、日本人学習者はイタリア語使用時に語
用転移を起こしやすく、過度に間接的またはフォーマルな
表現を選びがちである。文化差を理解し、適切な直接性
を身につけることが重要である。

日本語とイタリア語における直接性と間接性
日本語とイタリア語のリクエスト表現には次のような違

いがある。
•	 日本語：間接性を重視し、緩和表現や敬語を多

用。 
例：「すみません、少しお手伝いをお願いしてもよ
ろしいでしょうか？」

•	 イタリア語：文脈に応じて直接性を志向。 
例：「Mi può dare una mano un attimo?」

この文化的差異は、学習者がイタリア語で適切な表現
を選ぶ際の重要な手がかりであり、直接性・間接性の理
解は語用転移の調整に役立つ。

研究方法
参加者

本研究には、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）のB1
〜B2レベルに該当する日本人イタリア語学習者20名が参
加した。参加者の選定基準は以下の通りである。

•	 年齢：18歳〜35歳
•	 学習背景：大学でイタリア語を専攻または副専攻

として学習
•	 募集方法：オンラインプラットフォーム

（SurveyCircle、SurveySwap）を活用参加者の内
訳は以下の通りである。

•	 女性：12名 男性：8名
•	 学習経験：2〜4年（平均2年半）

https://jalt-publications.org/tlt
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すべての参加者は日本語を母語とし、ロマンス系言語
の学習経験はなかった。データ収集前に、授業またはオン
ライン上で研究の目的と方法について説明を行い、参加
者の同意を得たうえで回答を収集した。すべての回答は
匿名で処理され、個人情報の保護に十分配慮した。

データ収集手順
データは、GPP研究チーム（サンパウロ大学「中間言

語・異文化間および文化相互間語用論」）の分析枠組みに
基づき、以下の3つの手法を用いて収集した。
1.	 Multiple-Choice Discourse Completion Task – 

MCDCT（選択式ディスコース完成テスト）
8つの社会的状況（社会的距離と負担度の組み合わせ）

を提示し、5つの選択肢の中から最も適切だと思うリクエス
ト方略を選ばせた。これにより、学習者がどの程度文化的
文脈を読み取り、適切な直接性・間接性を判断しているか
を測定した。
2.	 Written Discourse Completion Task – WDCT（自由

記述式ディスコース完成テスト）
同じ8状況をもとに、学習者自身の言葉でリクエストを

自由に記述させた。ここでは、実際に産出される表現の構
造や、敬語・条件法・緩和表現などの使用傾向を分析し
た。
3.	 Think-Aloud Protocol – TAP（思考発話プロトコル）

MCDCTおよびWDCT回答後、学習者に「なぜその表
現を選んだか」を口頭で説明させた。これにより、発話選
択に影響を与える意識的・無意識的要因を特定した。発
話は簡単なメモで記録し、定性的分析に用いた。

分析手順
収集したデータは、定量分析と定性分析の両面から検

討した。
1.	 定量分析

MCDCTでは、5つの方略タイプ（①直接的要請、②ポ
ジティブポライトネス、③ネガティブポライトネス、④オフ
レコード、⑤非実施）の選択頻度を算出し、社会的距離と
負担度の組み合わせごとに分布を比較した。
2.	 定性分析

WDCTおよびTAPの内容から、語用転移の特徴を示す
具体的な表現パターンを抽出した。例えば、条件法の過
剰使用（例：「Potrei…」〔～できるかもしれませんが〕の多
用）や、「すみません」など日本語の定型的前置きの直訳
傾向が確認された。これらをイタリア語母語話者データと
比較し、文化的要因に基づく差異を特定した。

信頼性と倫理的配慮
分析の信頼性を確保するため、WDCTデータのコーデ

ィングは一定の基準に従って一貫して行い、分析手続き
の透明性を保った。TAPデータについては、逐語的な録
音や書き起こしは行わず、主な理由付けをメモ化し、プラ
イバシー保護に配慮した。また、全参加者に研究の目的と
方法を事前に説明し、同意を得たうえで調査を実施した。
すべての回答は匿名で処理され、個人情報は厳重に管理
された。

結果
MCDCT・WDCT・TAPの総合的分析

本研究のMCDCT、WDCT、TAP分析を総合した結果、
日本人イタリア語学習者のリクエスト表現には、文化的要
因に起因する語用転移が複数の側面で確認された。主な
傾向は以下の3点である。

1.	 社会的距離と負担度によるフォーマリティおよび間接
性の過剰

社会的距離や負担度が高い状況（例：隣人に栓抜きを
借りるなど）では、学習者は条件法や「cortesemente」など
の丁寧表現を過度に使用し、イタリア語母語話者にとって
不自然なフォーマリティが見られた。

•	 学習者の表現（WDCT） 
　「Mi scusi, potrebbe cortesemente prestarmi un 
cavatappi?」

•	 母語話者の自然な表現 
　「Buonasera, mi presterebbe un cavatappi?」

この傾向は、MCDCTでも確認され、より直接的で自然
な選択肢よりも、フォーマルかつ遠回しな選択肢を選ぶ
割合が高かった。TAPデータでは、「失礼にならないように
したい」「相手の迷惑にならないように」といった内省的理
由が多く見られ、日本語の「内と外」に基づく慎重さが転移
していることが明らかになった。

2.	 条件法の過剰使用と構文の複雑化
学習者は、条件法をポライトネスの手段として過度に

用いる傾向があり、文が不必要に長く、構文的にも複雑化
していた。

•	 学習者の表現（WDCT） 
「Se fosse possibile, mi piacerebbe che lei mi 
passasse quella bottiglia d’acqua.」

•	 母語話者の自然な表現 
「Mi potrebbe passare la bottiglia d’acqua?」

TAPデータでは、「直接言うときつく聞こえると思った」「
イタリア語でも日本語のように ‘もし〜できたら’ を使う方
が丁寧だと感じた」といったコメントが確認され、条件法の
誤用が文化的丁寧さの誤解から生じていることが示唆さ
れた。

3.	 日本語特有の定型的前置きの転移と非実施方略
「すみません」多くの学習者が、依頼の冒頭に「すみま

せん」に相当するイタリア語の「Scusi」「Mi dispiace」を繰り
返し用いる傾向を示した。これにより、発話が不自然に重
く聞こえる例が確認された。

•	 学習者の表現（WDCT） 
　「Scusi, scusi, potrebbe aiutarmi?」

•	 母語話者の自然な表現 
　「Mi aiuta un attimo?」

さらに、一 部の学 習 者 は「 相 手に迷 惑をかけるく
らいなら依頼をしない」と判断し、MCDCTで「非実施

（non realization）」を選択する傾向が見られた。この場
合、MCDCTでは選択肢として数値化されるのみで理由
は明示されないが、WDCTでは「今回はやめておく」など
の形で、行動回避の意図を説明する例もあった。TAPで
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は、「相手が忙しそうならお願いしない」「自分でなんとか
する」といった内省的理由が挙げられ、非実施方略が単な
る回避ではなく、文化的判断に基づく慎重な行動である
ことが明らかになった。

文化的要因と語用転移の関係
これらの傾向から、日本人学習者のリクエスト表現にお

ける語用転移は、次の3つの文化的要素と関連しているこ
とが確認された。

•	 日本語の「内と外」概念に基づく発話調整 
　相手との関係性を重視するあまり、距離を取り
すぎる傾向が見られた。

•	 「迷惑をかけない」志向による直接性の回避 
　イタリア語話者に自然な依頼の強度を下回る表
現を選ぶ傾向があった。

•	 「Bella figura」の誤解による過剰フォーマリティ 
　一部の学習者は、「Bella figura」を「常に丁寧で
なければならないこと」と解釈し、親しい関係でも
形式的表現を維持する傾向が見られた。

これらの結果は、単なる言語的誤りではなく、文化的
価値観の違いに根ざした語用転移の認知的・社会的側面
を示している。

教授法への提案
本研究で明らかになった日本人イタリア語学習者のリク

エスト表現における語用的課題を克服するためには、文
化的背景を考慮した教授法が不可欠である。特に、直接
性への意識化、条件法の適切な使用、異文化理解の促進
が重要な柱となる。

本研究で使用したMCDCT、WDCT、TAPは、単なるデ
ータ収集のための手段にとどまらず、学習者の語用意識
を高める教授活動そのものとしても活用できる。

（1）MCDCTを用いた気づき（noticing）の促進
MCDCTは、文脈の異なる8つの場面から最も適切だ

と思うリクエスト方略を選択させる形式である。この活
動を授業内で使用することで、学習者は複数の表現を
比較しながら、自らの判断基準を明確化できる。例えば、

「Mi presti un cavatappi, per favore?」と「Mi dispiace, la 
richiamerò più tardi」のどちらが状況に適しているかを選ぶ
過程で、社会的距離や負担度に応じた直接性の違いに気
づくことができる。このように、MCDCTは気づきを促すタ
スク（noticing task）として機能する。

（2）WDCTによる表現産出と自己修正の機会
WDCTでは、学習者自身が自由にリクエストを記述

する。実際の授業でも同様の形式を用いることで、学習
者が自らの言語資源を活用しつつ、文脈に適した発話
を試行できる。例えば、「Mi scusi, potrebbe cortesemente 
prestarmi un cavatappi?」のような過度にフォーマルな表現
を産出した学習者が、フィードバックを受けて「Buonasera, 
mi presterebbe un cavatappi?」のようなより自然な言い方
に修正する過程は、語用的適切さを学ぶ上で有効であ
る。WDCTは、自己修正（self-repair）とメタ語用的意識の
形成を支援する実践的タスクである。

（3）TAPを通じた内省的学習
TAPでは、学習者が「なぜその表現を選んだか」を口頭

で説明する。授業でこの形式を取り入れると、学習者は自
らの語用判断の根拠を言語化でき、他者との比較や共有
を通じて異文化的視点を育むことができる。例えば、「相
手に迷惑をかけたくないから ‘もし〜できたら’ を使った」
と説明する学習者の発話は、文化的価値観が語用行動
にどのように影響するかを理解するきっかけとなる。TAP
は、認知的内省（cognitive reflection）と文化的意識の深化
を目的とする活動として位置づけられる。

（4）統合的教授アプローチ
以上の三つの活動を段階的に組み合わせることで、学

習者は「気づく → 産出する → 内省する」という循環的プ
ロセスを経験できる。これは、単に正しい表現を習得する
ことではなく、文脈に応じた語用的判断力を育成すること
につながる。

さらに、MCDCT・WDCT・TAPの結果を授業にフィード
バックとして還元し、実際のリクエスト場面（例：隣人に物
を借りる、友人に頼みごとをする、上司に依頼する）を想
定したロールプレイに発展させることで、学習者の発話調
整能力を実践的に強化できる。

このように、研究で用いられたタスク自体が教育現場で
の活動として再利用可能であり、学習者が文化的背景の
異なる社会的行為を意識的に調整するための有効なツー
ルとなる。

結論
本研究では、日本人イタリア語学習者がリクエスト表現

において直面する語用的課題を、文化的背景と語用転移
の観点から分析した。GPP研究チーム（サンパウロ大学）
の分析枠組みを用いることで、学習者の発話に見られる
過度なフォーマリティ、条件法の誤用、間接性の偏重など
が、日本文化の「内と外」や「本音と建前」に基づく価値観
と関連していることが明らかになった。また、日本文化に
基づく価値観では、丁寧で間接的な表現が選好されやす
く、その結果として丁寧表現の過度な使用に繋がりやす
く、さらにその手段として条件法の誤った使用が見られる
とも考えられる。

一方、イタリア文化における「Bella figura」は、適切な
直接性とフォーマリティのバランスを重視する価値観であ
り、学習者の表現に見られる慎重さや遠回しさとは対照
的であった。このような文化的差異は、単なる言語的誤り
ではなく、異なる社会的期待に基づく語用転移の現れと
して理解すべきである。

さらに、MCDCT、WDCT、TAPを組み合わせることで、
学習者が自らの発話方略を意識的に見直し、他者との比
較を通じて語用的判断を再構築する過程が観察された。
これらの活動は、単なる評価手段ではなく、学習者が「気
づき」「産出し」「内省する」循環的プロセスを経験するた
めの有効な教授法として機能することが示された。

本研究の成果として強調すべき点は、言語教育が「正
しい／誤り」という二分法に基づくべきではないということ
である。発話行動の評価は、あくまで「どの程度文脈に適
しているか」という相対的な視点から行う必要がある。社
会的距離や行為の負担度など、文脈的要因によって最も
適切な方略は変化し得るため、学習者には多様な選択肢

https://jalt-publications.org/tlt
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の中から状況に応じて判断する力を育てる教育が求めら
れる。

このような視点に基づく語用教育は、文化間の相互理
解を深め、学習者が自らの文化的枠組みを意識的に再評
価しながら、より柔軟で適応的なコミュニケーション能力
を身につけることにつながる。今後の課題としては、異な
る母語背景をもつ学習者との比較研究を通じて、語用転
移の普遍的要素と文化特有の傾向をさらに明らかにし、
教授法の一般化と深化を図ることが挙げられる。
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